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車イス３台を寄贈いただきました
「第25回芳賀病診連携懇話会」を開催

芳賀赤十字病院新病院建設資金寄付金募集について
芳賀赤十字病院新病院建設Facebook開設のお知らせ
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特  集 副院長退任及び就任挨拶

　今年３月をもって定年退職の日を迎え副院長職も辞することとなりました。
　入職した際は２年程で開業を考えていた私がこのように長い年月を当院で過ご
せたのは、ひとえに同僚、上司に恵まれたこと、地域の先生方をはじめ多くの
皆さまのご指導ご支援の賜物と感謝いたしております。主に糖尿病と甲状腺疾
患の診療に当たらせて頂きました。また微力ながらも救護活動に参加し赤十字
職員として充実した経験でした。医師不足による診療機能の低下の際には、地
域の先生方や地域住民の方々にご不安・ご負担をおかけしました。近隣の赤十
字病院の医師派遣で急場をしのぎ、その後は県・自治医科大学との協議を経て、
岡田前院長ほか先生方の派遣で病院機能は改善し更に充実しました。当院はま
もなく新病院に移転し地域医療の充実に一層努めてまいります。変わらぬご支
援ご指導を頂けますようお願いしてご挨拶とさせて頂きます。ありがとうござい
ました。

佐藤健太郎 前副院長
退任にあたって

就 任 挨 拶

　この度、副院長に就任しました内科の村上です。安田院長、渡辺副院長と協
力し、務めを果たせるよう努力したいと思います。
私が芳賀赤十字病院に赴任しましたのは平成18年２月です。最大16人在籍し
た内科医が激減し、一時２人となって芳賀赤十字病院は機能崩壊状態となりまし
た。自治医科大学でバックアップするので何とかせよということで循環器内科か
ら派遣されて来ました。その４月から内科医８人となり、翌年７人に減ったのです
が、その後はほぼ順調に人員が増強され、現在の14人となっています。内科は
病院の最大診療科であり、診療の基礎を担う部門です。更に病院が発展するた
めには内科が機能することは非常に重要な点で、さらに充実を図りたいと思いま
す。この地域において、救急患者の診療は芳賀赤十字病院に依存する部分が非
常に大きく、4000台超という多数の救急車の受け入れも当院の特徴となってい
ます。救急医療を始め、各専門領域の診療、病診連携をさらに強化する必要が
あります。２年後の新病院移転に向けて少しでも貢献できればと思っています。

村上　善昭 副院長

　この４月から副院長を拝命いたしました産婦人科の渡辺です。私が当院に初
めて勤務したのは、産婦人科が新体制になった平成18年４月でした。途中２年
半ほど自治医科大学に戻りましたが、それから11年が過ぎました。その間、特
に芳賀地区唯一の地域周産期母子医療センターとして対応可能な範囲で、でき
るだけ多くのハイリスク妊産褥婦を受け入れることに努めてまいりました。当院
で多数のハイリスク妊産褥婦を受け入れることができたのは、小児科、麻酔科、
手術室を始め、院内の多くの部署の皆さまのご理解と強力なバックアップ、さら
には地域の住民の皆さまのおかげであることは言うまでもありません。この場
を借りて深く感謝申し上げます。
私が副院長として常に意識していたいことは「職員が明るく元気で働きやすい
病院」です。それは、患者さまへの適切な医療の提供に繋がると信じています。
そして、地元の皆さまに愛される地域に根付いた病院でありたいと願っています。

渡辺　　尚 副院長
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廣澤 拓也
ひろ さわ たく　やProfile

①消化器内科副部長
②東京都
③地域の皆さまに信
頼していただける
医療をできるように
がんばります。宜し
くお願いします。

藤城 泰麿
ふじ　き  やす まろProfile

①呼吸器内科医師
②東京都
③呼吸器疾患の患者
さまを支えられる
よう頑張ります。

黒﨑 雅典
くろ さき まさ のりProfile

①第一小児科医師
②宇都宮市
③子どもたちが元気
になれるよう頑張
ります。よろしく
お願いいたします。

森田 隆介
もり　た　 りゅうすけProfile

①第一外科医師
②野木町
③地域の皆さまから
信頼されるよう頑
張ります。

佐藤 信
さ　とう まことProfile

①脳神経外科医師
②埼玉県
③よろしくお願いし
ます。

大塚 英明
おお つか ひで あきProfile

①研修医
②宇都宮市
③研修中、皆さまに
はお世話になるこ
とと思います。ど
うぞよろしくお願
い致します。

下澤 弘憲
しも ざわ ひろ のりProfile

①第一小児科医長
②静岡県三島市
　（鳥取大学）
③新生児医療を盛り
上げていきます。
赤ちゃんと家族の
笑顔のために。

上杉 知資
うえ すぎ さと　しProfile

①第一外科医師
②静岡県
③地域の外科診療に
貢献できるよう頑
張りたいと思いま
す。

新井 文博
あら  い　  ふみ ひろProfile

①脳神経外科医師
②埼玉県
③患者さまが早期社
会復帰できるよう
ベストを尽くしま
す。

金澤 英紀
かな ざわ ひで のりProfile

①放射線科医長
②宇都宮市
③「この検査ほんと
に必要？」「どんな
検査だろう？」そん
な疑問にお答えし
ます。

池田 喬司
いけ  だ　  たか  しProfile

①血液科医師
②和歌山県
③地域の血液診療に
貢献します。

増田 卓哉
ます  だ　  たく　やProfile

①第一小児科医師
②小山市
③小児医療を通じて
地域に貢献できる
よう頑張ります。

倉林 寛
くら ばやし ひろしProfile

①整形外科医師
②群馬県
③地域の医療に貢献
できるように頑張
ります。よろしく
お願いします。

坂本 晋一
さか もと しん いちProfile

①眼科医師
②茨城県土浦市
③久しぶりの眼科常
勤として、白内障
手術等がんばって
いきます。よろし
くお願いします。

新任
医師紹介医師紹介
●氏名 ①役職 ②出身地 ③ひとこと

医師（研修医含）
薬剤師
診療放射線技師
臨床検査技師
臨床工学技士

1
2
3
4
5

項
●職種別入職者一覧（４/１入職者）

職　　種 人数
14名
2名
1名
1名
1名

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士
管理栄養士
看護師（助産師含）

6
7
8
9
10

項 職　　種 人数
2名
1名
1名
1名
32名

准看護師
看護助手
事務（社会福祉士含）

合　　　　計

11
12
13

項 職　　種 人数
2名
1名
12名

71名
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地域の先生がたは、地域の患者さんの医療を支える大切なパートナー。
地域医療を支えてくれる医療機関の方々がいるからこそ、地域医療連携
を進めることができます。
今号は、西真岡こどもクリニック（真岡市）と、石川歯科医院（真岡市）を

ご紹介。
登 録 医 情 報
～地域とつながる～～地域とつながる～

だ病気 事だ 学校 事 家庭病気 事だけ なく 学校 事 家庭病気の事だけ なく 学校の事 家庭病気の事だけでなく 学校の事 家庭病気の事だけでなく 学校の事 家庭病気の事だけでなく 学校の事 家庭病気の事だけでなく 学校の事 家庭病気の事だけでなく 学校の事 家庭病気の事だけでなく 学校の事 家庭　病気の事だけでなく、学校の事、家庭
の事、育児の事、何でも相談して下さい。
最最前列右から４人目：仲島　大輔理事長

●当院との地域連携について、どのように考えていますか？
　入院が必要な患者さまの対応がとても速やかで助かります。特に当
院は夜間診療も行っているので一次救急から二次救急への連携が良好
であり感謝しています。小児在宅医療での後方支援がしっかりしている
ので在宅医療が他地域よりやりやすい環境を作って頂いています。小児
を取り巻く環境（幼稚園保育園、行政、保健所）の公衆衛生的にも中心
的な役割を担われていると思います。

●地域の方々へのメッセージ
　小児医療に特化した一般診療と専門診療を複数の小児科専門医で
行っております。小児言語療法 心理療法 栄養外来や海外渡航者専門
外来など県内でも当院しかない外来が複数あり県外からも多数来院して
頂いています。
　学校訪問部があり、学校に訪問し学校現場での相談にも無料で応じ
ています。
　専門外来も一般外来も夜間診療を行ってお
り地域の皆さまがかかりやすく気軽に相談で
きるクリニックでありたいと思っています。
　栄養士のいるカフェも併設されていますので
病気でなくてもお越し下さい。

〈対象疾患〉 小児疾患全般
〈得意分野〉 小児在宅医療、小児感染症、喘息、アトピー性皮膚炎、
　　　　　　食物アレルギー（負荷試験可）、小児思春期・心の疾患・不登校、
　　　　　　発達障害、言語療法、栄養療法、夜尿症、海外渡航対応

西真岡こどもクリニック（真岡市）

よく噛んで、おいしく食事をとることが、
健康維持にとって何よりも大切だと思います。
中央：石川　圭司院長

●当院との地域連携について、どのように考えていますか？
　当院では、治療困難な患者さんを、主に口腔外科の先生方にお願い
しています。芳賀赤十字病院は全ての診療科の連携が優れていますの
で、地域医療にとって不可欠な存在です。

●地域の方々へのメッセージ
　痛くなった時に来院するという方が今も多いと感じます。定期的に歯
科検診を受けることにより（１年に１回でもいいです）、簡単な治療で終
わることも多いですよ。

〈対象疾患〉 歯科
〈得意分野〉 保存修復

石川歯科医院（真岡市）

●理 事 長：仲島　大輔
●院　　長：尾股　普子
●住　 所 ：栃木県真岡市高勢町3丁目205-1
●T E L ：0285-81-7900
●診療科目 ：小児科、小児在宅医療科、
　　　　　　子供の心と発達科、言語聴覚士外来、

夜尿外来、海外渡航外来、
　　　　　　喘息アレルギー科、小児肥満外来、
　　　　　　小児栄養外来
●休 診 日 ：日曜日、祝日

基基基基基基基基

本本本本本本本本
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基
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情
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情
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情
報
情
報
情
報

●院　　長：石川　圭司
●住　 所 ：栃木県真岡市高勢町3丁目132
●T E L ：0285-84-7700
●診療科目 ：一般歯科
●休 診 日 ：木曜日、日曜日、祝日
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４月27日（木）不登校をテーマとした「第６回小児医療連携の会」を
開催。さまざまな職種の立場から、不登校についての現状報告と、
筑波大学人間系障害科塩川准教授による特別講演を行いました。行
政や教育関係者の方々に多く参加いただき、多職種や地域での連携
について意見交換をすることができました。
開催後のアンケートでは、「真岡市における不登校の実態や、心理・
医療面から捉えた不登校の話を聞くことができた」「不登校へのアプ
ローチとして、臨機応変に試行錯誤を繰り返しながら関わりを継続し
ていくことが大切」など、多くの学びが得られたという感想が多数寄
せられました。

「第６回小児医療連携の会」を開催

Topics

６月８日（木）19時から「第25回芳賀病診連携懇話会（病診連携推
進のための学習会）」が開催され、芳賀郡市医師会の医師をはじめと
する65名（当院職員含む）が参加しました。
当院研修医及び登録医による「紹介症例の報告と検討」2例の発表
と、村上副院長から昨年度導入したCTに関する「専門医からのメッ
セージ」１例の発表がありました。
発表後は活発な質疑応答があり、参加者からは「分かり易く大変勉
強になりました」等の意見がありました。

《発表内容》
◆紹介症例の報告と検討 司会：芳賀赤十字病院  澤田 幹雄  神経内科部長
　内科「DPP-4阻害薬の単剤療法中に
　　　　　　　　　　　低血糖性昏睡を生じた透析患者の１例」

芳賀赤十字病院  峯積 拓巳  研修医

　整形外科「上肢のしびれの診かた、絞扼性末梢神経障害の鑑別」 菜の花整形外科  田村 博司  院長
◆専門医からのメッセージ 司会：みと内科クリニック  三戸 英章  院長
　「Dual Source CTによる冠動脈疾患の診断」 芳賀赤十字病院  村上 善昭  副院長兼第１内科部長

「第25回芳賀病診連携懇話会（病診連携推進のための学習会）」を開催

専門医からのメッセージ
村上善昭副院長兼第1内科部長の発表

小林博文さまより、昨年11月に亡くなられた妻明美さまが病気療
養中にお世話になった恩返しがしたいと、車いす３台を寄贈いただき
ました。
小林ご夫妻からは昨年２月にも車いす３台を寄贈いただいており、
当時、明美さまは「来年も寄贈したい」と話されていたそうです。
小林さまは「妻の遺志を引き継ぐ形で、車いすの寄贈を続けたい」

と語りました。寄贈を受け安田院長より感謝の言葉と、夫婦連名の
感謝状が贈られました。
寄贈された車いすは、病棟および外来で利用させていただきます。
温かいお気持ちありがとうございました。

車いすを寄贈いただきました

塩川筑波大学准教授による特別講演のようす

小林さま（中央右）と安田院長、スタッフとの記念撮
影のようす
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TEL 0285-82-2195 ㈹　FAX 0285-84-3332　http://www.haga.jrc.or.jp/

芳賀赤十字病院
詳しくは 芳賀赤十字病院公式HP http://www.haga.jrc.or.jp

　　芳賀赤十字病院公式 facebook
どちらも「芳賀赤十字病院」で検索

編集協力／㈱松井ピ・テ・オ・印刷

芳賀赤十字病院 検 索

Facebook もチェック

Information

読者の方に「読みたい！」と手に取ってもらえるよう、表紙は当院の行事などで
撮影した「イチ押しの1枚！」を掲載しています。

今号の表紙は、マイチャレンジ推進事
業で当院に職場体験に訪れた中学生たち。
医師からお話を聞いたり、手浴や足浴
など入院されている患者さまのケアを体験
したり、検査室でいろいろな検査を見た
り体験したりと、普段足を踏み入れること
のない世界を体験する貴重な時間となりま
した。

表 紙 紹 介

　当院は昭和24年に開設され、68年にわたり「人道・博愛」の赤
十字精神のもとで、高度な医療を提供できる、栃木県県東地域を
代表する公的医療機関として地域の皆さまから信頼をいただき、
その使命をはたしてまいりました。
　しかし、現状ではこのまま地域医療の機能を維持することが厳
しい状況であるため、栃木県真岡市中郷地区に全面移転し、今ま
で以上に良質で安全な医療を提供できるよう新病院の建設を進め
ております。
　つきましては、この建設資金の一部として、皆さまのご理解をい
ただき、特段のご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

【募集期間】
　平成29年６月１日から平成30年12月31日まで
【寄附申込方法】
　現金若しくは振込にてお申込いただけます。
　詳しくは当院ホームページ又は右記までご連絡ください。

問合せ先
　　芳賀赤十字病院　社会課
　　　　電　話：0285-82-2195（代）
　　　 ＦＡＸ：0285-80-1552
　　　　E-mail：syakaika@haga.jrc.or.jp

新病院建設資金寄付金募集のお知らせ

　新病院建設に関する情報発信のため、当院Facebookに新病院建
設ページを立ち上げました。
　新病院建設工事の進捗状況など随時発信していきますので是非
ご覧下さい。

芳賀赤十字病院新病院建設Facebook開設のお知らせ

検査室での体験のようす検査室での体験のようす
村上副院長との対談村上副院長との対談

新病院のイメージ図

芳賀赤十字病院の理念及び基本方針

＜ 理　　念 ＞ ＜ 基本方針 ＞地域に貢献する病院
１．患者中心の医療
２．安全で質の高い医療
３．赤十字の使命に基づいた社会貢献

フェイスブック
もはじめたよ


